
 

 

 

 

１．日時：平成２３年１月１９日（水）16:00～18:00 

 

２．場所：合同庁舎２号館８階中西東会議室 

 

３．出席委員：第１部会 会長 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

       第１部会 委員 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科 

       第１部会 委員 今岡 務    広島工業大学環境学部 

       第 1 部会 委員 福田 健吉   （株）日本政策投資銀行 中国支店長 

                        

４．議事次第： 

 

（１）審査対象工事の全体説明 

   審査対象工事件数・・・全１４件 

＜件数の内訳＞ 

・技術提案の審査（入札前審査・・・１１件） 

 

表１【標準型（Ⅰ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

機械設備 - - - - 1 1 

電気設備 - - - - 1 1 

暖冷房衛生

設備 
- - - - 1 1 

計 0 0 0 0 ３ ３

 

表２【標準型（Ⅱ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

一般土木 - - - ２ - ２ 

Co 舗装    １  １ 

As 舗装    １  １ 

鋼橋上部    １  １ 

計 0 ６ 0 ５ ０ ５

 

 

 

 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第１０回）開催結果の概要



表３【簡易型】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

機械設備 - ２ - - - ２ 

暖冷房衛生

設備 
- １ - - - 1 

計 0 ３ 0 ０ 0 ３

 

・技術提案の審査（公告前審査・・・３件） 

 

表５【標準型（Ⅱ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

建築 - - - １ - 1 

計 0 0 0 １ 0 １

 

表６【簡易型】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

一般土木 - ２ - - - ２ 

計 0 ３ 0 ０ 0 ２

 

（２）審査対象業務の全体説明 
  １）審査対象業務件数・・・全７件 

＜件数の内訳＞ 

・評価項目・加算点の審査（公示前審査・・・７件） 

表４ 総合評価方式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５．主な意見の概要 

（工事審査） 

●広島西部山系宮内２号砂防堰堤工事：粒径処理に関する視点を設定し評価をしているが、当該構造物で

どのような重要性があるのか。 
 →現地発生材を骨材として活用するため、採取場所や打設層毎で、違う骨材種・径等で不均一とならな

い工夫が重要と捉えた。 
●浜田・三隅道路塚ヶ原山トンネル舗装工事：今回、コンクリートの品質そのものに関する視点設定を行

一般競争入札 簡易公募型 
工種 

簡易型 標準型 簡易型 標準型 

調査・検討 ６ -  - 

工事監理 - -  １ -  

計 ６ ０ １ ０ 



っていないが。 
 →コンクリート舗装は無筋構造物であるため、配合は標準配合で十分その品質を得られるものと判断。

施工方法が重要と考え視点設定し、評価を行った。 
●呉合同電気設備工事：当該工種での３Ｒ対策については初めてであり、いろいろな提案が見られた。 
 今後、これらの提案の効果について検証し、以降の評価につなげて欲しい。 
 →効果については施工中・完成検査時に検証し、今後の評価の参考としたい。 
 
その他、評価手法及び評価に関する助言を頂く 
  



◆第１０回総合評価審査委員会　審査対象工事一覧

④企業の技術力 ⑤従事技術者の能力

a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
提
案

）

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

施
工
中
の
工
事

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

現
場
従
事
技
術
者
の
技
能

1 岡山河川
河
川

⑦ ○ 旭川平井排水ポンプ増設工事

機
械
設
備

排
水
機
場

主ポンプ　1台
主原動機　１台
付属設備改造　一式

既設排水機場の増設工事
であり、維持管理性と排水
能力(ポンプ効率)の向上が
重要となる。

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

○ ○ 90.0 30 15 15 60.0
維持管理性
の向上 20

ポンプ効率の
向上 20 40.0 4.0 1.0 2.0 1.0 3.0 2.0 1.0 1.0 15.0 5.0 5.0

4
太田川河
川事務所

砂
防

⑧ ○
広島西部山系宮内2号砂防堰
堤工事

一
般
土
木

砂防堰堤　一式
砂防土工　一式
砂防ソイルセメント堰堤
工　1基
コンクリート副堰堤工　1
基
流路工　一式

本工事は、本堤内部材に現
地発生材を元に製造した砂
防ソイルセメントを使用する
砂防堰堤工事であり、当該
堰堤の施工においては砂防
ソイルセメントの品質確保が
重要である。

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ ○ 85.0 30 15 15 55.0

砂防ソイルセ
メントの品質
向上対策に
関する施工
計画

25 25.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0 10.0

5
浜田河川
国道事務
所

道
路

8 ○
浜田・三隅道路塚ヶ原山トンネ
ル舗装工事

セ
メ
ン
ト
・
Ｃ
Ｏ
舗
装

道
路

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装
A=約15,490m2

主工事がトンネル内のコン
クリート舗装工事であるた
め、コンクリート舗装の品
質・耐久性向上対策が重要
である。

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ 85.0 30 15 15 55.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装
（車道部）の
品質・耐久性
向上に関す
る施工計画

25 25.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0 10.0

2 本局
営
繕

8 ○ 呉合同電気設備工事

電
気
設
備

営
繕

鉄筋コンクリート造
地下１階地上７階建
約7,500㎡
電気設備工事
新設一式

本工事は庁舎新築に伴う電
気設備工事であり電力設備
用ケーブル配線の品質確
保は、建物性能を実現する
上で重要である。また、社
会的要請に関する事項の
省資源対策等を目的とし
て、建設副産物の３Ｒに関
する取り組みを評価項目と
する。

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅰ
型

)

○ ○ 90.0 30 15 15 60.0

電力設備用
ケーブル配
線の品質向
上に関する
施工計画

20

建設工事の
環境負荷低
減対策（リ

デュース、リ
ユース、リサ
イクル）の具
体的取り組
みに関する
施工計画

20 40.0 4.0 2.0 1.0 1.0 3.0 2.0 1.0 1.0 15.0 5.0 5.0

5.05.015.01.01.02.03.01.01.02.04.040.020

建設工事の
環境負荷低
減対策（リ

デュース、リ
ユース、リサ
イクル）の具
体的取り組
みに関する
施工計画

20

空気調和設
備（配管工
事、ダクト工
事、保温工

事）の品質向
上に関する
施工計画

60.015153090.0○○

標
準
型

(

Ⅰ
型

)

一
般
競
争

本工事は庁舎新築に伴う機
械設備工事であり空気調和
設備の品質確保は、建物性
能を実現する上で重要であ
る。また、社会的要請に関
する事項の省資源対策等を
目的として、建設副産物の
３Ｒに関する取り組みを評
価項目とする。

鉄筋コンクリート造
地下１階地上７階建
約7,500㎡
機械設備工事
新設一式

営
繕

暖
冷
房
衛
生
設
備

呉合同機械設備工事○⑧
営
繕

本局3

No.

事
務
所
名

区
分

審査対象工
事

工事名

工
事
種
別

種
別

工事概要

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断でき
る工事内容やサイト特性をわかりや

すく記載すること）

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

加
算
点
の
合
計
②

②加算点

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

⑥
労
働
福
祉

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

技術提案 施工能力 地域
①簡易な施工計画の加算点 高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

合
計

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

評価内容１ 評価内容２ 評価内容３



6
岡山国道
事務所

道
路

⑧ ○
鳥取自動車道
西粟倉地区改良その３工事

一
般
土
木

道
路

道路改良 L=    617ｍ
　掘削　 V= 37,000m3
  盛土   V= 63,000m3
  カルバート工 N=2基

コンクリート構造物である函
渠工について、品質・耐久
性向上対策が重要である。

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ ○ 86.0 30 15 15 56.0

現場打函渠
工コンクリー
トの品質・耐
久性向上に
関する施工
計画

25 25.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 1.0 21.0 5.0 5.0 10.0

7
広島国道
事務所

道
路

7 ○
東広島・呉道路
阿賀地区舗装工事

Ａ
ｓ
舗
装

道
路

工事延長　L=750m
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　A=約
24,800m2

施工箇所が住居等と近接し
ており、周辺住民の生活環
境を保全するため騒音への
配慮が望まれる。

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ 81.0 30 15 15 51.0

夜間施工中
の騒音対策
に関する施
工計画

25 25.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 1.0 21.0 5.0 5.0

8
広島国道
事務所

道
路

7 ○
広島南道路
光南高架橋鋼上部工事

鋼
橋
上
部

橋
梁

鋼５径間連続箱桁橋
L=192m
（25.3m+31.0m+45.0m+45.
0m+44.3m）

施工箇所が住居等と近接し
ており、周辺住民の生活環
境を保全するため騒音への
配慮が望まれる。

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ 80.0 30 15 15 50.0

施工中の騒
音対策に関
する施工計
画

30 30.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 0.0

9 広島国道
道
路

8 ○
東広島・呉道路横路・掲山トン
ネル非常用設備工事

機
械
設
備

ト
ン
ネ
ル
非
常
用
施
設

消火栓Ａ型　17台、消
火栓Ｂ型　13台、消火
栓Ｃ型　28台、消火栓
Ｄ型　1台,屋外給水
栓・送水口 　4台,水噴
霧ヘッド 608個,火災検
知器 131台,消火ポンプ
1台,自動給水装置 1基,
消火ポンプ制御盤　1
面,防災受信盤 1面

トンネル火災による被害を
最小限にとどめる重要な設
備であるが、規格品を技術
基準に基づき据付ける技術
的な工夫の余地が少ない
工事。
このうち、水噴霧設備は、初
期消火にとって重要であり、
その性能の確認は重要で
ある。

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ ○ 67.0 30 15 15 37.0 10

水噴霧設備
の総合試運
転の施工管
理方法に関
する技術的
所見

10.0 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 22.0 5.0 5.0

10 本局
営
繕

8 ○ 呉合同エレベーター設備工事

機
械
設
備

営
繕

鉄筋コンクリート造
地下１階地上７階建
約7,500㎡
エレベーター設備工事
新設一式

本工事は庁舎新築に伴うエ
レベーター設備工事であり
エレベーターシャフト内の施
工品質確保は、建物性能を
実現する上で重要である。

一
般
競
争

簡
易
型

(

従
来
方
式

)

○ ○ 66.0 30 15 15 36.0 10

エレベーター
シャフト内の
施工品質確
保に関する
技術的所見

10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0

11 本局
営
繕

8 ○
安芸高田職安出張所空調設
備その他改修工事

暖
冷
房
衛
生
設
備

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
２階建
約445㎡
機械設備工事
改設一式
外

本工事は空気調和設備の
改修工事であり、パッケー
ジエアコンの冷媒配管の施
工品質確保は、建物性能を
実現する上で重要である。

一
般
競
争

簡
易
型

(

従
来
方
式

)

○ ○ 66.0 30 15 15 36.0 10

パッケージエ
アコンの冷媒
配管の施工
品質確保に
関する技術

的所見

10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0

12 本局
営
繕

○
鳥取県警察機動隊道場建築
工事

建
築

営
繕

鉄筋コンクリート造（一部
鉄骨造）
地上２階建
約1,200㎡
新築１棟
外

13
松江国道
事務所

道
路

○
尾道・松江自動車道大吉田第
９改良工事

一
般
土
木

道
路
改
良

道路改良 L=    241ｍ
　掘削　 V=197,000m3
  盛土   V=    2,300m3
　ブロック積擁壁
　　　　　 A=1,400m2
  カルバート工 N=1基



14
岡山国道
事務所

道
路

○
玉島笠岡道路佐方地区第２改
良工事

一
般
土
木

道
路
改
良

道路改良　L=260m
　掘削工　V=140,000m3
　法面工　　1式



◇平成２３年度の発注業務一覧表【総合評価落札方式(簡易型）・公示前】　平成２３年　１月１９日総合評価審査委員会（第一部会）

保有資格
同種類似

実績
同種類似

成績
表彰の有

無

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

1
企画
部

中国統一建設資
材価格実態調査
業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

中国地方整備局にお
ける工事発注用に用
いる建設資材の実勢
価格調査を行うもの

一般競争入
札（総合評価
落札方式・簡
易型）

2
企画
部

鳥取地区建設資
材価格実態調査
業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

鳥取地区における工
事発注用に用いる建
設資材の実勢価格調
査を行うもの

一般競争入
札（総合評価
落札方式・簡
易型）

3
企画
部

島根地区建設資
材価格実態調査
業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

島根地区における工
事発注用に用いる建
設資材の実勢価格調
査を行うもの

一般競争入
札（総合評価
落札方式・簡
易型）

4
企画
部

岡山地区建設資
材価格実態調査
業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

岡山地区における工
事発注用に用いる建
設資材の実勢価格調
査を行うもの

一般競争入
札（総合評価
落札方式・簡
易型）

5
企画
部

広島地区建設資
材価格実態調査
業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

広島地区における工
事発注用に用いる建
設資材の実勢価格調
査を行うもの

一般競争入
札（総合評価
落札方式・簡
易型）

6
企画
部

山口地区建設資
材価格実態調査
業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

山口地区における工
事発注用に用いる建
設資材の実勢価格調
査を行うもの

一般競争入
札（総合評価
落札方式・簡
易型）

業務種別 業務概要

入
札
契
約
方
式

予定管理技術者の経験・能力

小
　
　
計

（合計５０点）

No 部名 業務名

技術提案

成績・表彰 実施方針

（合計１００点）

工
程
計
画
の
妥
当
性

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

業
務
理
解
度

資格・実績

（合計５０点）
合
 
 

計

落札者選定の評価ウェート

小
　
　
計

そ
の
他

（
知
識

）



◇平成２２年度の発注業務一覧表【総合評価落札方式(簡易型）・公示前】　平成２３年　１月１９日総合評価審査委員会（第一部会）

＜建築関係コンサルタント業務の場合＞

7
営
繕
部

呉合同
工事監
理業務

建築関係
建設コン
サルタン
ト業務

呉地方合同庁
舎新築の工事
監理業務を行う
もの

簡易公募
型競争入
札（総合
評価落札
方式・簡
易型）

配点

参加表明者

小
　
　
計

同
種
類
似
実
績

業
務
成
績

地
域
精
通
度

事
故
及
び
不
誠
実
な

行
為

選定における評価点（参加表明書）

参加表明者 実施方針

業務名 業務種別 業務概要

同
種
類
似
実
績

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得

保有資
格

建築：２
構造：２
電気：２
機械：２

同種類
似実績
建築：１
構造：１
電気：１
機械：１

配置予定技術者

No
部
名 合

　
　
計

管理技術者 主任技術者

小
　
　
計

業
務
の
理
解
度
と
実
施
方
針

組
織
体
制
の
実
効
性

小
　
　
計

ＣＰＤ
取得

建築：２
構造：２
電気：２
機械：２

保
有
資
格

入
札
契
約
方
式



日 時：平成２３年１月１９日（水）16：00～
場 所：合同庁舎２号館 ８階議室

平成２２年度 中国地方整備局総合評価審査委員会
第一部会（第１０回）

議 事 次 第

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事

【工事関係審査】

）審査対象工事の全体説明１

）審査対象工事の個別説明２

【業務関係審査】

審査対象業務の全体説明３）

）審査対象業務の個別説明４

４．閉 会




